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①熟練教師 M／熟練教師 Y 
音楽教師の実践知をとらえる枠組みを明らかにするにあたっては，実践知が安定して形
成されている熟達した 2 名の教師（M 教諭，Y 教諭）を研究の対象とする。2 名を選んだ理
由は，以下の 3点の共通点を見出すことができるからである。 
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一人目は，兵庫県内公立 S 小学校の M 教諭（教職歴 25 年以上）である。現在所属する





師である。筆者は，M 教諭に関しては，以下の通り，参与観察と授業後のインタ（計 3 時
間）を行った。 
 
表序－1 参与観察対象授業一覧（M 教諭） 
日付 授業時間 学年・クラス 教材 
2011 年 12 月 7 日 2 時間目 4 年 2 組 《もみじ》高野辰之作詞／岡野貞一作曲／中野義見編
曲 
 3 時間目 3 年 2 組 行事の歌 
 4 時間目 4 年 1 組 《もみじ》高野辰之作詞／岡野貞一作曲／中野義見編曲 
2013 年 12 月 1 日 1 時間目 6 年 1 組 《この星にうまれて》杉本竜一作詞・作曲 
 2 時間目 6 年 2 組 同上 
 3 時間目 4 年 2 組 《もみじ》高野辰之作詞／岡野貞一作曲／中野義見編
曲 
 4 時間目 4 年 1 組 同上 
 
二人目は，東京都内区立小学校の Y 教諭（教職歴 25 年以上）である。Y 教諭は，音楽専









ている。Y 教諭に関しては，筆者は，以下の通り参与観察と授業後のインタビュー（計 3 時
間）を行った。また，インタビューのみ，2013 年 3 月 11 日にも 2 時間程度行った。 
 
表序－2 参与観察対象授業一覧（Y 教諭） 
日付 授業時間 学年・クラス 教材 
2007 年 5 月 21 日 3 時間目 6 年 2 組 《旅立ちの日に》児嶋登作詞／坂本浩美作曲／松井孝夫編曲 
2007 年 12 月 11 日    5 時間目      4 年 3 組 《山の朝》輪唱 
《もみじ》高野辰之作詞／岡野貞一作曲／中野義見編曲 
《Believe》杉本竜一 作詞・作曲／富澤裕 編曲 
《こきりこ節》富山県民謡  
2007 年 12 月 12 日   1 時間目     4 年 1 組 同上 
2 時間目     4 年 2 組 同上 
2011 年 11 月 18 日 2 時間目  2 年 1 組 《夕焼小焼》中村雨紅作詞／草川信作曲 





2008 年度より音楽専科として，東京都区立 S 小学校に勤務し，2012 年度～2013 年度の産
休，育休を経て，2014 年度より東京都市立 T 小学校へ異動となった（表序－3 参照）。本研











表序－3 若手教師 T について 
 2008 年 3 月，教育学部小学校教員養成課程音楽科卒業（ピアノ専攻）。 
 2008 年度，東京都区立Ｓ小学校に音楽専科として着任。 
 2008 年度には，嘱託教員の H 教諭に初任指導を受ける。 
 2008 年度から S 小学校にて合唱教室を開設。 
 2008 年度から積極的に研究会などに参加し，合唱研究会に所属。 
 2009 年度から校務分掌として，広報を担う。 
 2009 年度から合唱研究会の理事会に所属し，運営を担う。 
 2009 年度に音楽授業で学級崩壊を経験する。 
 2009 年度，自らの授業を見直すために，積極的にベテランの担任の先生の授業を見学。 
 2010 年度，区の小学校音楽研究会にて印象的な授業に出会う。 





 2011 年度，4 年次研修にて《もみじ》を教材とした研究授業を行う。 
 2012 年度及び 2013 年度，産休・育休。 
 2014 年度より東京都市立 T 小学校に音楽専科として復帰。 
 
表序－4 T 教諭の担当学年と使用教科書一覧 
年度 担当学年 使用教科書 
2008 年度 第 3 学年～第 6 学年 東京書籍 
2009 年度 第 2 学年～第 6 学年 東京書籍 
2010 年度 第 1 学年～第 6 学年 東京書籍 


























である。《もみじ》は，明治 44 年，「尋常小学唱歌（二）」に初めて掲載された。昭和 16 年
の改訂で一度教材から外されるが，昭和 33 年から 3 年生の歌唱共通教材として再び掲載さ
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師の生涯発達を，「初任期（教職 3 年目ぐらいまで）」，「中堅期（教職 5 年目から 15 年目ぐ
らいまで）」，「熟練期（20 年目以降）」と 3 段階に設定することを提案している33。また，木
原（2004）は，吉崎（1998）の 3 段階を基本軸に据えつつ，我が国の初任者は非常勤講師
などを経験するケースが増えていること等を鑑み，初任から教職経験 5 年未満の教師を若
手教師，教職経験 5 年以上 15 年未満の教師を中堅教師，教職経験 15 年以上の教師をベテ
ラン教師と設定している34。これらの見解をふまえ，T 教諭の初任から 4 年間の記録を研究





Practitioner : How Professionals Think in Action. Basic Books, 1983）の訳書である，佐
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 第 1 章では，音楽教師の実践知の形成過程をとらえる枠組みを提示する前提として，以
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論として注目されたのが，Schön, D. A.（以下，ショーン）の「反省的実践家（reflective 
practitioner）」という新しい専門家像である。秋田（1996b）によれば，この概念は，1980
年代以降の教師教育改革の大きな理念的柱ともなっている39。ショーンは，『反省的実践家
―専門家はどう思考しているか』（The Reflective Practitioner : How Professionals Think 
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さらに，ショーン（Schön, D. A. 1988）は，子どもの言動の意味をその場で瞬時に捉えよ
うとすると同時に，さらに授業後に振り返り，子どもなりの意味や理由がそこにあったと













た49。この研究では，熟練教師 5 名と初任教師 5 名の双方に同一の授業ビデオ記録（小学 4
年生対象）を提示し，その授業の観察による教師の発見，思考，判断などを発話プロトコル
とレポートで記録するという，教師の言葉の量的，質的な分析が行われた。ここでの「熟練
教師」は，18 年から 32 年の教職経験を持ち，「その実践の創造性と水準の高さにおいて優
秀さを評価され，その小学校，もしくは，その地域の教師たちの研究グループで相当の指導
的な役割を果たしている」と研究者が判断した教師たちである。そして，上記の調査研究の
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また，ランパートとクラーク（Clark, C. & Lampert, M. 1986 : Clark, C. 1988 : Lampert, 
M. & Clark, C. 1990）は，教師の実践知の第一の特徴として，それが文脈の中にあること
を挙げている。教師の実践知は，かなりの部分教授者本人にとって対象化された反省的な知
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して，教師の知識のベースとして必要なものとして次の 7 つを挙げた77。 
 
①教材内容に関する知識（content knowledge） 
②一般的な教授方法に関する知識（general pedagogical knowledge） 
③カリキュラムに関する知識（curriculum knowledge） 
④授業を想定した教育内容に関する知識：PCK（pedagogical content knowledge） 
⑤学習者と学習者の特性に関する知識（ knowledge of learners and their 
characteristics） 
⑥教育的文脈に関する知識（knowledge of educational contexts） 
⑦教育目標・価値とその哲学的・歴史的根拠に関する知識（knowledge of educational 
ends, purposes and values, and their philosophical and historical grounds） 
 
このうち，ショーマンが最も重視したのは，④PCK であり，「教えるべき内容 content」
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 音楽教育研究の分野では，Bresler, L.が，教師の知（Teacher knowledge）の研究の必要
性に言及している83。ブレスラーは，これまでの理論と実践の関係は，知識の生産者と消費
者という関係と同じであると喩えた上で，教師の行為そのものを知ととらえて，質的に研究
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別な技能や知識を獲得した人を指す。そして，松尾（2006）は，Chi et al.,（1982），Ericsson, 
K. A.（2001），Glaser & Chi（1988），大浦（1996）の研究から，素人と比較した場合の熟
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うか。松崎（2012）によれば，教師になってから 3 年～5 年前後で，教師としてのおよその
基本的な力量は形成され，その後，優れた教育実践が展開できるようになるかどうかは，初
任期から中堅期へと移行する時期にかかっているという103。また，山崎（2002）によれば，
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リサーチでの事例研究を通して，若手（初任から 5 年未満），中堅（5 年以上 15 年未満），
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本研究の分析は，2 名の熟練教師（M 教諭と Y 教諭）のインタビューの分析と，授業実

















分析の手続きとしては，2 人の教師（M 教諭・Y 教諭）の歌唱授業に関する発話内容を文
字に起こし，それぞれのトランスクリプトを作成した。次に，プロコトルデータが示す意味
内容に応じて一文もしくは内容ごとにデータを切片化し，各切片の内容を適切に表現する




















表 2－1 歌唱授業に関する教師の発話のカテゴリ 








てくれる。（M，2011 年 12 月 7 日） 
1－2．こういうふうに（どなるような地声で）「はりつめた」っ
て歌う子は絶対いない。（静かに柔らかくピアノを弾く）前奏で
雰囲気を作れば「はりつめた」って出てくる。（Y，2013 年 3 月
11 日） 
 2. 模倣 
2－1．繰り返しをうまく使って，少しずつこっちが歌って，まね










くて…そこの兼ね合いが難しい。（M，2011 年 12 月 7 日） 
3－2．情景を感じ取って，曲想表現をするためには，やっぱりト
レーニングも一緒にやっていかないとできない。（Y，2011 年 11
月 18 日） 




いなのを感じる経験はしてきている。（M，2012 年 12 月 7 日） 
4－2．4 年生の 1 学期の時点で，1，1，1 のみんなの前で発表っ
ていうのを経験しているので。《もみじ》にもなんの苦労もなく











いう表情を見逃さない。（M，2013 年 12 月 2 日） 
5－2．子どもの地声はすごく美しいと思っているので，基本的に
は，私は，子どもたちにこういう声になってほしいというのはな






のびとしていいじゃない。（M，2011 年 12 月 7 日） 
6－2．（静かに緊張感をもった歌い方で）「はりつめた」って出て
きたら，私もその空気を一緒に感じて呼吸して，伴奏も調整して








（M，2013 年 12 月 2 日） 
7－2．Ｃくんは，普段は低い声でしゃべっているけれど，一人で
歌うとすごくきれいなボーイソプラノなの。これからもっと自分






（M，2013 年 12 月 2 日） 
8－2．2 年生くらいから歌う声を意識し始めて，4 年生くらいに
なると響きのある声で音程もしっかりしてくる。（Y，2013 年 3
月 11 日） 
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12 月 7 日・2013 年 12 月 2 日） 
11－2．友だちの歌声を聴いて，ただ良かっただけじゃなくて，
何が良かったのかとか，子どもが自分でわかることが大事。（Y，






できちゃったという環境を作ります。（M，2013 年 12 月 2 日） 
12－2．合唱の導入では，とにかく聴き合いを大事にして，ア・
カペラで歌う機会をたくさん作ります，隊形を工夫することで歌
いやすさ，聴きやすさが変わってきます。（Y，2011 年 11 月 18





2011 年 12 月 7 日・2013 年 12 月 2 日） 
13－2．イメージをふくらませるだけじゃ足りなくて，それがど
う表現できるかっていうところが大事だから，身体表現取り入れ









気づけるようにもっていく。（M，2013 年 12 月 2 日） 
14－2．子どもの表現は，授業にどんどん取り入れて，良いとこ


















表 2－2 歌唱授業における教師の実践知 
実践知 カテゴリ 
授業観 ＜A 歌唱授業における子どもの学習過程＞ 
＜B 歌唱授業における教師の姿勢＞ 
授業構想 ＜C 子どもの実態の把握＞ 
＜D 教材研究＞ 
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ての子どもを尊重する姿勢」，「⑥『表現者』としての教師の姿勢」の 2 点が挙げられる。 
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を行った 4 年生の授業は，10 人という小さな学級だからこそ，Y 教諭は個々の実態を細か
く把握できると考えられる。 
 

























































2 年生くらいから歌う声を意識し始めて，4 年生くらいになると響きのある声で音程も  
























































































































































5 度の跳躍，アルトは 3 度の跳躍をそれぞれ手で音の幅を示しながら，意識づけを行うこと
を想定している。音を聴くだけでなく，視覚的な情報も用いて子どもに音の印象を与えよう
としているのである。 
また，M 教諭は，子どもに聴かせる音源に関して，「範唱の CD は，オーケストラ版とピ
アノ伴奏版を用意して，曲の雰囲気はオケ版の方が鮮やかな感じが伝わるかなと，でも，旋
律の重なりとか聴かせるのはピアノ版がよいかなと」と，子どもの感じ方を想定しながら選

















































だりすることをから始める。クラスを半分に分けちゃうわけだから，ここは特に 1 グ 
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M 教諭も Y 教諭もそのような反応を察知し，柔軟に対応しながら，授業を展開している。 
 
⑭子どもの発言や表現を授業に生かす対応 





 次の事例は，《もみじ》を斉唱で歌った後に，範唱 CD を聴いている場面である。この範
唱 CD は，同声 2 部合唱でオーケストラの伴奏による音源である。M 教諭は，1 回目に CD
を聴く前に，斉唱で歌ったこととの違いや何か発見したことを発表することを説明してい
る。表 2－3 は，1 回目に CD を聴いた後の子どもと教師の発話である。表の C は子どもの
発話を表す。C に付与された番号はクラスごとに振ることとした。 










表 2－3 1 回目に CD を聴いた後の子どもと教師の発話 （2013 年 12 月 2 日 4 年 1 組） 
No. 発言者 発言内容 
1 M 教諭 
今から CD を聴きます。今歌ったのとの違いとか，新しく発見したことを発表しても
らいたいと思います。 
    （CD を聴く） 
2 C1 なんて言ったらいいかわからない。 
3 M 教諭 どんな言い方でもいい。言い方が分からなかったら，先生助けるから。 
    （7 人が挙手をし，一人ずつ発言していく） 
4 C1 あきのゆうひにとか，最初に言った人のを繰り返している。 





7 C3 最初に歌っている人は女の人で，後から歌っている人は男の人だと思いました。 




10 M 教諭 高い声がきれい。 
11 C5 C1 と同じ。 
12 C6 コーラスみたいになっていた。 
13 M 教諭 （全体に向けて）コーラスみたいってなに？ 
14 C6 コーラス…（裏声で）はあーって。えっと，意味はわからん。 
15 M 教諭 じゃあ，また後で聴いてみよう。 
16 C7 みんなで歌っているところが大きかった。 
17 M 教諭 なるほど。では，もう一回，聴いてみよう。 
18 C5 聴く聴くー。また，違う発見ができるかも。 
  
答は出さないまま，2 回目の鑑賞へと入る。M 教諭が，「コーラス」という言葉を取り上げ
たことによって，子どもにとっては 2 回目の鑑賞の動機づけとなっている。表 2－4 は，2
回目に CD を聴いた後の子どもと教師の発話である。 









表 2－4 2 回目に CD を聴いた後の子どもと教師の発話 （2013 年 12 月 2 日 4 年 1 組） 
No. 発言者 発言内容 
    （7人が挙手し，一人ずつ発言していく） 
1 C2 あきのゆうひにとか繰り返しになっている。 
2 C8 やまのふもとのところが何かちがった。 
3 M 教諭 みんなが歌ったのと違うって意味？ 
4 C8 そうじゃなくて，他のところと違う。 
5 M 教諭 他のところ？ 
6 C8 最初のただ繰り返すだけじゃなくて…まつをいろどるからのとも違って…。 
7 M 教諭 みんなは気付いた？C8 が言いたいこと分かる人？ 
8 C6 高いと低いが混ざってて。 
9 C8 ああー，そうやあ！ 
10 C9 それや，それや！ 
11 M 教諭 C6 くん，今，自分でさっきの答え言ったよ。 
12 C6 コーラスってこれかあ！ 
13 M 教諭 低いのと高いのが混ざっているのがコーラスやね，他は？ 
14 C10 強弱がついていた 
15 C11 ところところ，違う言葉があったり，ぬけた言葉があった 





なりに着目するように聴き方が教師のねらいへと方向づけられている。表 2－5 は，3 回目







ら，聴き方を深化させていると同時に，この時点で 2 部合唱での楽曲の全体像を把握する 
84 
 
表 2－5 3 回目に CD を聴いた後の子どもと教師の発話 （2013 年 12 月 2 日 4 年 1 組） 
No. 発言者 発言内容 
1 M 教諭 3 回目かけていいですか？  
    （3 回目を聴く） 
2 M 教諭 どこからどこまでが，今，言ってた繰り返しでしたか？見つけた人は立ってください。 
3 C8 かずあるなかに前まで。 
4 C13 C8 が言ってたのと違くて，最後らへんは，低くなってた。 
5 C14 こいもうすいものところが繰り返しで，声が逆になっている。 
6 C2 かずあるなかにとすそもようだけがなんか違う。 




















 また，次の事例は，M 教諭が子どもの発言から，学習内容を発展させた場面である。4 年
1 組同様に，《もみじ》を斉唱で歌った後に同声 2 部合唱のオーケストラの伴奏による音源
を聴いている。表 2－6 は，1 番のみ CD を聴いた後，気づいたことを子どもが発表してい








表 2－6 子どもの発言内容から学習内容を発展させた場面（2013年 12月 2日 4年 2組） 
No. 発言者 発言内容 
1 M 教諭 1 番だけ聴くので，気づいたことを発表してください。 
    （オーケストラ伴奏の範唱 CD を聴く） 
    （一度聴き終わると 4 人ほど手が上がる） 
2 C1 やまびこみたいに追ってる感じのところと一緒に歌っているところがあった 
3 C2 同じー。 
4 C3 同じー。 
5 C4 エコーだよ，エコー。 
6 M 教諭 （板書しながら）やまびこみたいなところと一緒のところがあった。 
7 C5 やまびこって何？ 
8 M 教諭 やまびこって何でしょう？ 
9 C1 ヤッホーって言ったら，ヤッホーって返ってくる。 
10 C3 こだまー，こだまー。 
11 M 教諭 やまびこって説明できる人？ 
12 C6 山の上でヤッホーって言ったら，山に跳ね返って，その言葉が返ってくる。 
13 M 教諭 例えば，（裏声でやさしく）ヤッホーって言ったら，（元気に力強く）ヤッホーって返
ってくるの？ 
14 C6 もっと声が同じ感じ。 
15 C7 最初が強くて返ってくるのが弱い。 
16 M 教諭 （先程よりもより響きのある声で）ヤッホーって言ったら，（響きのある声で，先ほど
よりも声量を落として）ヤッホー。 
17 C7 それそれ，そういう感じー。 








【事例②】個の表現を全体に共有した場面       （2011 年 11 月 8 日 4 年 1 組） 
M 教諭（TA）の前奏が始まると，Y 教諭は教室の前方の中央に立ち，子どもの方を笑顔で向き，指揮
のような動作をしている。子どもは，まっすぐ立って，Y 教諭をじっと見ている。私語をしていた子ど






T 教諭は，「みんな，余韻を感じてえらかったですね」と全体を褒めた後，先ほどの T の動きを取り上
げ，「さっき歌っているとき，T が，こうやって指揮をするみたいに手を動かしていたの」と T の動作の
真似を全体に見せる。そして，T に「どんな気分で歌っていたの？」と尋ねると T は，「ピアノがきれい
だなって思って，ゆったりたっぷり歌った」と返す。Y 教諭は，「そうか！M 先生の伴奏，素敵だもん































































また，2013 年度の《もみじ》の授業（4 年 2 組）の同じく，子どもが範唱 CD を聴いて，
発表する場面においては，明らかに教師のねらいとする方向と子どもの聴く観点がずれて
しまった。表 2－7 は，2 回目に範唱 CD を聴いたあとの子どもと教師の発話である。 
 
表 2－7 子どもの発言が教師の意図とずれた場合の対応 （2013年 12月 2日 4年 2組） 
No. 発言者 発言内容 
1 M 教諭 もう一回聴きたいですか？では，さっきと違う発見してくだいね。 
  （オーケストラ伴奏の範唱 CDを聴く） 
2 C1 バスオルガンが入っていた。 
3 C2 バイオリンが入っていた。 
4 C3 リコーダーみたいの入っていた。 























もの要望に応えて，2 回目の CD を聴かせた後の発言では，子どもの注目は，オーケストラ
版の伴奏に使われている楽器に移ってしまった。2 回目を聴く M 教諭の意図は，音の重な
り方の違いに気付くことであったが，意図と外れてしまったため，伴奏がシンプルなピアノ
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てるよ。今度逆，こっちが先ね。」と N に促す。T 教諭は，「そういえば，昨日，河原でごはん食べたっ
ていうんだけど…」と話題を提供する。N は，「そうそう！おいしかったー。外は気持ちがいい！」と返
















































































以上の M 教諭と Y 教諭の発話と授業事例の分析により，音楽教師の歌唱授業における実
践知の内容は表 2－8 のように示すことができる。 
また，音楽教師の歌唱授業における実践知の構造は図 2－1 のように示すことができる。













表 2－8 歌唱授業における実践知の内容 
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第１節 若手教師 T について 
 
１．T 教諭の区立Ｓ小学校での取り組み 
東京都区立 S 小学校（以下，S 小）は，閑静な住宅街の中に位置し，全校児童 300 名程
の中規模校である。隣接する特別支援学校との交流活動や，緑のカーテン，校庭の芝生，S
の森などの緑あふれる環境を生かした活動などを特色とし，学校全体も落ち着いた雰囲気
をもつ。音楽の授業は，原則的に 1 年生は学級担任が受け持ち，2 年生から音楽専科である










２．T 教諭と指導教諭 H とのかかわり 
 T 教諭の初任時には，H 教諭が初任指導教諭としてサポートにあたっていた。H 教諭は，
小学校教員退職後に T 教諭の所属する東京都区立 S 小学校の嘱託教員として，１～2 年生
の音楽の授業を担当していた。H 教諭は，講習会での講師や合唱研究会の会長を務めるな
ど，特に合唱指導に定評があった。H 教諭の授業を週に最低 2 時間は見ること，H 教諭に
週に最低 4 時間は授業を見てもらい，その授業の指導案のチェックを受けることがルール
となっていた。また，授業のゲストティーチャーとしての実践や課外活動である合唱教室の







図 3－1 T 教諭と H 教諭のかかわり 
 
 H 教諭は，初任指導の際には，「教師と子どものイメージがかみ合っているかどうか」





が，初任指導教諭の役割であると H 教諭は述べる。また，当時の T 教諭の印象について「見
たことを自分のものにしていくのが速い」と T 教諭の学ぶ姿勢を評価していた。 










































この発話は，T 教諭が H 教諭の実践で印象に残っている場面について述べている。この
発話から，H 教諭の指導の特徴として，一人ずつ歌うこと，発声指導の観点から教材をとら
えていることが窺える。そして，T 教諭は，《まきばの朝》（文部省唱歌）を教材とした，別
のクラスの授業で，H 教諭の指導方法をそのまま取り入れていた。このように H 教諭のや
り方を「見よう見まねでやってみる」ということを T 教諭は繰り返し，実践知を形成して
いった。 
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観察を始めた当時，新人教師であった T 教諭には，嘱託教諭である H 教諭が指導教員と
してついており，指導計画の相談にのったり，授業後にはアドバイスを行ったりしていた。
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りし，授業後には T 教諭と課題を共有し合った。4 年生の授業においては，筆者は観察者に
徹した。 
 2011 年度には，T 教諭は，10 月下旬に 4 年次研修としての研究授業を控え，「自分にと




諭と共に，2008 年度～2010 年度に行った授業ノートを振り返りながら，今年度の 4 年 1 組
の実態や課題をふまえての《もみじ》の授業構想について話し合った。 















第２節 2008 年度における《もみじ》の実践 
 
１．授業構想 
 2008 年度の「授業ノート」に記された「授業構想」の内容（表 3－7）から，2008 年度























表 3－3  T 教諭の《もみじ》の授業構想に関する記載内容（2008 年度） 
日
時 
2008 年 12 月 8 日（月） 
４－２ 
2008 年 12 月 11 日（木） 
４－１ 
2008 年 12 月 15 日（月） 
４－１，４－２ 


















































































かの席で止まって立つ）    
S  A 





























































場面の 2 点を取り上げる。 
 
①歌詞に関する発問場面 
2008 年度の 1 回目の授業では，T 教諭は歌詞に対する理解を深めるために，CD を聴か
せ，楽曲に登場する色を発問することとした。 
 






















































































他方，次の 4 年 1 組の授業では，「授業ノート」には「4－2 と同じ」と記載されている
が，実際には，以下の事例のように展開された。4 年 2 組での省察内容を生かして，改善を
図っているといえるだろう。 
 
【事例②】                    （2008 年 12 月 11 日 4 年 1 組） 
教師前方の中央にピアノが置かれ，T 教諭と子どもたちが対面する形で机と椅子が並べられている。
T 教諭は，「1 組さんもこれから《もみじ》を歌います，今から CD を聴きますから，よーく耳を澄まし
てくださいね，聴き終わったら，《もみじ》の歌詞にどんな色が出てきたか質問しますよ」と言い，CD
をかける。子どもは，曲が流れると，私語や止めたり，隣の子どもに内緒話のように，「あー知ってる」




















































































T 教諭は，指導教諭の H 教諭の指導方法を取り入れてはいるが，それだけでは，子ども
声と旋律として歌う表現がうまくつながらないことを課題に感じ，そのためには，自分に何
か手立てが必要なことを述べている。 





















































第 3 節 2009 年度における《もみじ》の実践 
 
１．授業構想 


















表 3－5 T 教諭の《もみじ》の授業構想に関する記載内容（2009 年度） 
日時 
クラス 
単元指導計画 2009 年 10 月 8 日（木） 
４－１ 
2009 年 10 月 16 日（金） 
４－１，４－２ 





































































2009 年 10 月 28 日（水） 
４－１，４－２ 
2009 年 10 月 30 日（金） 
４－１，４－２ 
2009 年 11 月 4 日（水） 
４－１，４－２ 









































































































を行う場面の 2 点が挙げられる。 
 
①教具の工夫された使用場面 
2009 年度の実践においては，2008 年度との大きな違いに教具の工夫が 2 点挙げられる。 
















































プラノが自信のなさそうな声になってしまった。1 回目が終わると，Hさんは，聴き役の A くんに「ど
うでしたか？」と尋ねる。A くんは，「ソプラノが悲しそう」と答え，Hさんは次の聴き役を指名して，























































































































第 4 節 2010 年度における《もみじ》の実践 
 
１．授業構想 


























11 月 10 日（水） 
４－１，４－２ 
11 月 17 日（水） 
４－１，４－２ 



















































































って笑い合う子どもがいる。M は高速で手を回転させ，歌も早口で歌っていた。T 教諭は，「E さんの動















「かえでやつたは」と 2 回手を広げる動作をした。T 教諭は，「M くん，いいね，それ！かえでやつは
のところも広げるんだ」と言って，T 教諭も 2 回手を広げながら歌う。すると，周りの子どもたちも歌
いながら，動作をまねている。T 教諭は，「M くんのやりたいこと，皆分かった？」と問いかける。する
と，「2 回とも広げた方が気持ちいいと思う」，「2 回目はもっと大きく広げたい」，「2 回高い音が出てく
る」などの反応が返ってきた。 
 








り込もうとしている。M なりの授業への参加の仕方を T 教諭は，認めているのである。 





2010 年度の授業ノートに残された省察内容は，4 年 1 組と 4 年 2 組では内容に違いが見ら
れる。 
 
表 3－7 省察内容の違い（2010 年度） 
 4－1 省察内容 4－2 省察内容 
















































第５節 2011 年度における《もみじ》の実践 
 
１．授業構想 
2011 年度の「授業ノート」に記された「授業構想」の内容（表 3－8）から，2011 年度の
授業構想の特徴として，教材理解の深化，活動の意味付けと「ねらい」の明確化，教える立














表 3－8  T 教諭の《もみじ》の授業構想に関する記載内容（2011 年度） 
日時 
クラス 
2011 年 10 月 11 日（火） 
４－１ 
2011 年 10 月 17 日（月）４－
１ 
2011 年 10 月 19 日（水）４－
１ 
2011 年 10 月 24 日（月）４－
１ 




































































































































































































































































表 3－9 T 教諭の教材理解の深化 










・ 教科書を立てて  
・ 姿勢 
② 7 文字リズムに気付く 
・ 音読（教科書を立てて）→「気がついたこと
は？」 





















































表 3－10 T 教諭の発問の質の変化 













































































さらに，2011 年 10 月 11 日の展開では，T 教諭は「後半から山が広がった感じ」と説明
を加えて，両手を大きく広げながら，「まつをいろどる」とのびのびと範唱した。それに続
いて，子どもも T 教諭の動作をまねて歌っていた。これは，楽曲の頂点を気持ちよく歌い






じ》を斉唱で歌った場面における T 教諭と子どものやり取りが示されている。 
 



































T 教諭は，以前，《もみじ》の伴奏をする際，楽譜通りの 4 拍子にとらえて伴奏を弾き，
テンポも割とゆっくりとしたものであったが，「歌詞がぶちぶち切れてしまう感じがする」





























































































































図 3－1 音楽教師の実践知の内容と構造 
 
２．本研究の課題 
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